
令和２年度　大泉町予算書



令和２年度 令和元年度 比　　較

12,879,000 12,569,000 310,000 2.5 ％

7,414,297 7,307,100 107,197 1.5 ％　 3,275,400 3,590,600 △ 315,200 △ 8.8 ％

402,100 374,800 27,300 7.3 ％

2,551,500 2,482,200 69,300 2.8 ％

9,300 9,200 100 1.1 ％

収 益 的 538,243 ― 538,243 皆増

資 本 的 637,754 ― 637,754 皆増

― 850,300 △ 850,300 皆減

20,293,297 19,876,100 417,197 2.1 ％

令   和   ２   年   度   当   初   予   算

◎　総　　括　　表
　　　(単位：千円）
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（ 1 ）

令和２年度大泉町一般会計予算

令和２年度大泉町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２，８７９，０００千円と定

める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負

担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行

為」による。

（地方債）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」に

よる。

（一時借入金）

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(１) 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和２年３月３日提出

群馬県邑楽郡大泉町長 村 山 俊 明



第１表　歳入歳出予算

歳　入

款 項 金　　　　額

千円 

6,806,373町税 1

 1 町民税 2,470,710

 2 固定資産税 3,530,870

 3 軽自動車税 115,846

 4 町たばこ税 314,491

 5 都市計画税 374,456

 2 地方譲与税 130,411

 1 地方揮発油譲与税 37,000

 2 自動車重量譲与税 90,000

 3 森林環境譲与税 3,411

 3 利子割交付金 7,400

 1 利子割交付金 7,400

 4 配当割交付金 23,000

 1 配当割交付金 23,000

 5 株式等譲渡所得割交付金 20,000

 1 株式等譲渡所得割交付金 20,000

 6 法人事業税交付金 170,000

 1 法人事業税交付金 170,000

 7 地方消費税交付金 876,000

( 2 )



款 項 金　　　　額

千円 

876,000地方消費税交付金 1

 8 ゴルフ場利用税交付金 2,200

 1 ゴルフ場利用税交付金 2,200

 9 環境性能割交付金 25,000

 1 環境性能割交付金 25,000

 10 地方特例交付金 45,000

 1 地方特例交付金 45,000

 11 地方交付税 30,000

 1 地方交付税 30,000

 12 交通安全対策特別交付金 9,723

 1 交通安全対策特別交付金 9,723

 13 分担金及び負担金 54,881

 1 負担金 54,881

 14 使用料及び手数料 175,905

 1 使用料 150,467

 2 手数料 25,438

 15 国庫支出金 1,467,136

 1 国庫負担金 1,267,838

 2 国庫補助金 188,830

( 3 )



款 項 金　　　　額

千円 

10,468国庫委託金 3

 16 県支出金 1,033,951

 1 県負担金 678,033

 2 県補助金 266,984

 3 県委託金 88,934

 17 財産収入 7,311

 1 財産運用収入 7,308

 2 財産売払収入 3

 18 寄附金 20,100

 1 寄附金 20,100

 19 繰入金 1,162,001

 1 特別会計繰入金 1

 2 基金繰入金 1,162,000

 20 繰越金 100,000

 1 繰越金 100,000

 21 諸収入 495,208

 1 延滞金、加算金及び過料 15,501

 2 町預金利子 9

 3 貸付金元利収入 168,966

( 4 )



款 項 金　　　　額

千円 

120,258受託事業収入 4

 5 雑入 190,474

 22 町債 217,400

 1 町債 217,400

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 12,879,000

( 5 )



 

歳　出

款 項 金　　　　額

千円 

141,499議会費 1

 1 議会費 141,499

 2 総務費 1,432,078

 1 総務管理費 986,980

 2 徴税費 264,179

 3 戸籍住民基本台帳費 134,654

 4 選挙費 5,971

 5 統計調査費 22,276

 6 監査委員費 18,018

 3 民生費 4,360,377

 1 社会福祉費 2,317,267

 2 児童福祉費 2,020,980

 3 災害救助費 486

 4 国民年金事務取扱費 21,644

 4 衛生費 1,614,132

 1 保健衛生費 489,827

 2 清掃費 1,124,305

 5 農林水産業費 54,403

 1 農業費 54,403

( 6 )



款 項 金　　　　額

千円 

435,034商工費 6

 1 商工費 299,714

 2 労働諸費 135,320

 7 土木費 1,264,272

 1 土木管理費 31,121

 2 道路橋りょう費 265,809

 3 河川費 1,034

 4 都市計画費 871,922

 5 住宅費 94,386

 8 消防費 721,606

 1 消防費 721,606

 9 教育費 1,939,043

 1 教育総務費 305,280

 2 小学校費 425,931

 3 中学校費 211,163

 4 幼稚園費 553,523

 5 社会教育費 400,814

 6 保健体育費 42,332

 10 公債費 886,556

( 7 )



款 項 金　　　　額

千円 

886,556公債費 1

 11 予備費 30,000

 1 予備費 30,000

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 12,879,000

( 8 )



 第２表　　債　務　負　担　行　為

（単位：千円）

限　度　額

1,770

658

441,708

11,000

4,224大泉町公民館青少年広場管理委託料 令和 ３ 年度から 令和 ４ 年度まで

大泉スバル運動公園除草等年間管理委託料 令和 ３ 年度から 令和 ４ 年度まで

事　　　　　項 期　　　　　間

緊急通報装置借上料 令和 ３ 年度から 令和 ８ 年度まで

大泉町衛生センター包括運営管理業務
委託料

令和 ３ 年度から 令和 ４ 年度まで

大泉町保健福祉総合センター樹木等管理
委託料

令和 ３ 年度から 令和 ４ 年度まで

(　9　)



第３表　　地　方　債
　　　　　　　（単位：千円）

公 共 事 業 等 費 証書借入 年 5.0%

（橋りょう長寿命化修繕事業） 又は 以内

証券発行

公 共 事 業 等 費

（ 都 市 計 画 事 業 ）

一 般 単 独 事 業 費

（ 運 動 施 設 整 備 事 業 ）

地 域 活 性 化 事 業 費

（ 照 明 改 修 事 業 ）

計 217,400

防 災 対 策 事 業 費 18,600

3,600

学校教育施設等整備事業費 37,100

24,100

47,800

地 方 道 路 等 整 備 事 業 費 66,500

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利  率 償 還 の 方 法

政府資金については、
その融資条件により、
銀行その他の場合には
その債権者と協定する
ものによる。
ただし、町財政の都合
により据置期間及び償
還期間を短縮し、又は
繰上償還もしくは低利
に借換えすることがで
きる。

12,500

（ただし、
利率見直
し方式で
借り入れ
る政府資
金及び地
方公共団
体金融機
構資金に
ついて、
利率の見

直しを
行った後
において
は、当該
見直し後
の利率）

7,200

公 営 住 宅 建 設 事 業 費

（ 10 ）



( 11 )

令和２年度大泉町国民健康保険事業特別会計予算

令和２年度大泉町国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，２７５，４００千円と定め

る。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、７０，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(１) 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和２年３月３日提出

群馬県邑楽郡大泉町長 村 山 俊 明



第１表　歳入歳出予算

歳　入

款 項 金　　　　額

千円 

755,059国民健康保険税 1

 1 国民健康保険税 755,059

 2 国庫支出金 1,100

 1 国庫補助金 1,100

 3 県支出金 2,158,549

 1 県負担金・補助金 2,158,549

 4 財産収入 192

 1 財産運用収入 192

 5 繰入金 341,448

 1 一般会計繰入金 283,448

 2 基金繰入金 58,000

 6 繰越金 1

 1 繰越金 1

 7 諸収入 19,051

 1 延滞金、加算金及び過料 17,028

 2 雑入 2,023

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 3,275,400

( 12 )



 

歳　出

款 項 金　　　　額

千円 

80,575総務費 1

 1 総務管理費 77,171

 2 徴税費 2,798

 3 運営協議会費 225

 4 趣旨普及費 381

 2 保険給付費 2,105,853

 1 療養諸費 1,829,386

 2 高額療養費 238,906

 3 移送費 2

 4 出産育児諸費 34,458

 5 葬祭諸費 2,900

 6 高額介護合算療養費 201

 3 国民健康保険事業費納付金 1,033,236

 1 医療給付費分 667,608

 2 後期高齢者支援金等分 268,095

 3 介護納付金分 97,533

 4 共同事業拠出金 2

 1 共同事業拠出金 2

 5 保健事業費 41,839

( 13 )



款 項 金　　　　額

千円 

30,412特定健康診査等事業費 1

 2 保健事業費 11,427

 6 基金積立金 192

 1 基金積立金 192

 7 公債費 1

 1 公債費 1

 8 諸支出金 8,702

 1 償還金及び還付加算金 8,702

 9 予備費 5,000

 1 予備費 5,000

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 3,275,400

( 14 )



( 15 )

令和２年度大泉町後期高齢者医療事業特別会計予算

令和２年度大泉町後期高齢者医療事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４０２，１００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、７０，０００千円と定める。

令和２年３月３日提出

群馬県邑楽郡大泉町長 村 山 俊 明



第１表　歳入歳出予算

歳　入

款 項 金　　　　額

千円 

306,785後期高齢者医療保険料 1

 1 後期高齢者医療保険料 306,785

 2 繰入金 70,737

 1 一般会計繰入金 70,737

 3 繰越金 1

 1 繰越金 1

 4 諸収入 24,577

 1 延滞金、加算金及び過料 2

 2 受託事業収入 22,171

 3 広域連合負担金 2,400

 4 雑入 4

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 402,100

( 16 )



 

歳　出

款 項 金　　　　額

千円 

29,808総務費 1

 1 総務管理費 28,481

 2 徴収費 1,327

 2 後期高齢者医療広域連合納付金 370,590

 1 後期高齢者医療広域連合納付金 370,590

 3 諸支出金 502

 1 償還金及び還付加算金 501

 2 繰出金 1

 4 予備費 1,200

 1 予備費 1,200

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 402,100

( 17 )



( 18 )

令和２年度大泉町介護保険事業特別会計予算

令和２年度大泉町介護保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，５５１，５００千円と定め

る。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、７０，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(１) 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和２年３月３日提出

群馬県邑楽郡大泉町長 村 山 俊 明



第１表　歳入歳出予算

歳　入

款 項 金　　　　額

千円 

666,008介護保険料 1

 1 介護保険料 666,008

 2 国庫支出金 476,309

 1 国庫負担金 425,288

 2 国庫補助金 51,021

 3 支払基金交付金 655,399

 1 支払基金交付金 655,399

 4 県支出金 353,177

 1 県負担金 330,972

 2 財政安定化基金支出金 2

 3 県補助金 22,203

 5 財産収入 151

 1 財産運用収入 151

 6 繰入金 400,417

 1 一般会計繰入金 400,416

 2 基金繰入金 1

 7 繰越金 1

 1 繰越金 1

 8 諸収入 38

( 19 )



款 項 金　　　　額

千円 

3延滞金、加算金及び過料 1

 2 雑入 35

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 2,551,500

( 20 )



 

歳　出

款 項 金　　　　額

千円 

68,717総務費 1

 1 総務管理費 41,116

 2 徴収費 3,611

 3 認定調査等費 23,689

 4 運営協議会費 268

 5 趣旨普及費 33

 2 保険給付費 2,326,950

 1 介護サービス等諸費 2,134,655

 2 介護予防サービス等諸費 49,557

 3 その他諸費 1,835

 4 高額介護サービス等費 59,784

 5 高額医療合算介護サービス等費 6,057

 6 特定入所者介護サービス等費 75,062

 3 基金拠出金 1

 1 基金拠出金 1

 4 地域支援事業費 150,889

 1 包括的支援事業・任意事業費 50,435

 2 介護予防・生活支援サービス事業費 92,239

 3 一般介護予防事業費 8,013

( 21 )



款 項 金　　　　額

千円 

202その他諸費 4

 5 基金積立金 2,933

 1 基金積立金 2,933

 6 諸支出金 1,010

 1 償還金及び還付加算金 1,010

 7 予備費 1,000

 1 予備費 1,000

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 2,551,500

( 22 )



( 23 )

令和２年度大泉町公園墓地事業特別会計予算

令和２年度大泉町公園墓地事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，３００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、１０，０００千円と定める。

令和２年３月３日提出

群馬県邑楽郡大泉町長 村 山 俊 明



第１表　歳入歳出予算

歳　入

款 項 金　　　　額

千円 

9,290使用料及び手数料 1

 1 使用料 3,600

 2 手数料 5,690

 2 財産収入 9

 1 財産運用収入 9

 3 繰越金 1

 1 繰越金 1

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 9,300

( 24 )



 

歳　出

款 項 金　　　　額

千円 

8,155総務費 1

 1 総務管理費 8,155

 2 基金積立金 145

 1 基金積立金 145

 3 予備費 1,000

 1 予備費 1,000

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 9,300

( 25 )



( 26 )

令和２年度大泉町公共下水道事業会計予算

（総 則）

第１条 令和２年度大泉町公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１） 整 備 区 域 面 積 ２７２.２ｈａ

（２） 年 間 整 備 面 積 ６.３ｈａ

（３） 主な建設改良事業

管 渠 整 備 事 業 ３５１,３６２千円

流域下水道西邑楽処理区建設事業 １９,４４２千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 下水道事業収益 ５７７,３５０千円

第１項 営 業 収 益 １６６,８９３千円

第２項 営業外収益 ４０５,３４０千円

第３項 特 別 利 益 ５,１１７千円

支 出

第１款 下水道事業費用 ５３８,２４３千円

第１項 営 業 費 用 ４７５,０８２千円

第２項 営業外費用 ５９,５５６千円

第３項 特 別 損 失 ２,８０５千円

第４項 予 備 費 ８００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額１８９,０３０千円は、消費税資本的収支調整額

５,２７６千円、引継金等１８,６５７千円、損益勘定留保資金１４１,３７２千円

及び当年度利益剰余金２３,７２５千円で補てんするものとする。）。
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収 入

第１款 資本的収入 ４４８,７２４千円

第１項 企 業 債 １５７,５５０千円

第２項 他会計補助金 １５８,５７４千円

第３項 国 庫 補 助 金 １２１,５００千円

第４項 県 補 助 金 １,６００千円

第５項 負 担 金 等 ９,５００千円

支 出

第１款 資本的支出 ６３７,７５４千円

第１項 建 設 改 良 費 ３７０,８０４千円

第２項 固定資産購入費 ５０６千円

第３項 企業債償還金 ２６５,６４４千円

第４項 予 備 費 ８００千円

（特例的収入及び支出）

第４条の２ 地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当年度に属する債

権及び債務として整理する未収金及び未払金の金額は、それぞれ２８,６５０千円

及び１７,００４千円である。

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。

（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

年5.0％以内 政府資金については、

（ただし、利率見 その融資条件により、銀

公共下水道事業 138,150 直し方式で借り入 行その他の場合には債権

証書借入 れる資金につい 者との協定条件による。

又は て、利率の見直し ただし、町財政の都合に

証券発行 を行った後におい より据置期間及び償還期

流域下水道事業 19,400 ては、当該見直し 限を短縮し、又は繰上償

後の利率） 還若しくは低利に借換え

することができる。
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（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、１０,０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することできる場合は、次のとおりと

定める。

（１） 営業費用、営業外費用及び特別損失の間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流

用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

なければならない。

（１） 職員給与費 ４４,６１２千円

（利益剰余金の処分）

第９条 当年度利益剰余金のうち、２３,７２５千円は、補てん財源に使用するため、

処分するものとする。

（他会計からの補助金）

第１０条 下水道事業に充てるため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

４０３,３００千円である。

令和２年３月３日提出

群馬県邑楽郡大泉町長 村 山 俊 明


